
栄養学・生化学いらずの
サプリ外来導入法

ーヘルスプロモーションが提供できる歯科医院を目指してー



口腔保健協会

現実は？？





たとえば・・・

・糖尿病の患者さんの食事療法

医師による食事箋・管理栄養士による栄養管理
↓

メニューが出来上がる
↓

調理して食事として提供
↓
↓
↓

実際に食べられますか？

糖尿病
↓

歯周疾患のリスクが大きい
↓

欠損歯・残存歯の動揺



患者さんの口腔内を観察し
どのくらいの咀嚼機能を維持しているかを
診断できる職業
↓

歯科医師



食生活を把握し
不足分を見つけ出し
過剰分を見つけ出し
そこに医学的介入
↓
歯科ならではの
栄養療法
↓
ヘルスプロ―モーション
↓
予防歯科を超えた
究極の
口腔健康外来



ヘルスプロモーション型の歯科医院が
机上の空論になってしまっている原因

・CやPの予防をもって「ヘルスプロモーション」としている。

・サプリメント等の販売行為の法的整合性がわからない。

・必要性を感じてはいるものの勉強する時間が取れない。

・何をどうはじめてゆけばよいかわからない。



入口

話題提供
潜在的問題（ニーズ）の顕在化

出口

解決方法のご提供
食事・運動指導、サプリメントの紹介



１．問診票による患者さんのマインドセット

２．問診時のカウンセリングから始める健康チェック

３．口腔粘膜で出来る遺伝子検査・生活指導

（歯周病関連としてメタボ関連遺伝子等）

４．デトックス評価のためのミネラル検査

話題提供
潜在的問題（ニーズ）の顕在化



１．問診票による患者さんのマインドセット

マインドセットを
行うための
攻めの問診票













→アンチエイジング医療の提供の初めは、新患獲得や当該治療からの増収を目的
とするのではなく、既存の患者・治療に対する付加価値として位置づける！

→アンチエイジング医療を提供する際、具体的な症状の予防という姿勢を強調！



→歯科医院に来院される患者の半数は、何らかの全身疾患を持っている！
売れ筋と考えられるサプリはアレルギー・血圧・血中脂質・貧血に対するもの。

→法令線やたるみ・小じわ・唇に対する問題は、虫歯と同等の潜在ニーズがある！





【治療に関する優先順位】

1. 再発リスクの低減
2. 安全性（金属アレルギー等）
3. 見た目を重視
4. 機能性（違和感なく咬める）
5. 耐久性（長く使える）

この結果は、あくまでも参考ということで、
目指したのは次のスライドの結果。



【治療に関する希望%】

現状に即した
最善の治療の
提案を希望
(51.2)

必要に応じて
治療の選択肢
の提示を希望
(42.3)

安さが重要
(6.5)





歯科治療に対するワガママにはデメリットもあることをさりげなく教える。
他院でのトラウマを聞くことで、パーソナルサービスとしての「べからず集」を作る。



２．問診時のカウンセリングから始める健康チェック
栄養問題・潜在的な疾患の問題
体の抗酸化力の問題・ココロの問題

血液検査やメンタルクリニック等での検査結果
と同等レベルの精度をもつ
「HQCチェック」による話題提供
未病予防カウンセリングシステム特許第3194666号
未病判定方法特許第5683253号
うつ症状判定方法特許出願中



ＨＱＣチェックのHPを検索





３．口腔粘膜で出来る遺伝子検査・生活指導
（歯周病関連としてメタボ関連遺伝子等）

イービーエス株式会社



















遺伝子の持つ傾向から・・・
１．糖質代謝によわい人

・糖質の吸収を抑制するサプリメント
→水溶性食物繊維等

・糖化を抑制するサプリメント
→ハーブサプリメント等

・糖質代謝を活性化するサプリメント
→αリポ酸等



２．脂質の代謝によわい人
・脂質の吸収を抑制するサプリメント
→不溶性食物繊維等

・脂肪燃焼を促進するサプリメント
→カルニチン等



３．基礎代謝が低く筋肉のつきにくい体質の人
・アミノ酸サプリメント（特にBACC）

４．ダイエット用に設計されたサプリメント
・α-リポ酸プラス

５．ダイエット効果が期待できる抗酸化素材
・ソデッシュ
・アスタキサンチン
・ケイ素



歯科治療のフォローに
使用しているサプリメント

入手に関しましては、弊協会にお問い合わせいただけましたら
各メーカー様をご紹介させていただきます。



VITA-C・DEPOT

L‐アスコルビン酸2‐グルコシド 1,000mg/2包を配合

L‐アスコルビン酸2‐グルコシドに、アスコルビン酸
自体(500mg/2包)も加えることで、
血中ビタミンC濃度が服用後
直ぐから高く維持されるよう
設計してあります。
さらに、近年不足しがちな
ビタミンD(2.5μg/包)を配合。



U粉末

さい帯・胎盤をまるごとそのままフ
リーズドライ加工（ブタ由来）。
・プラセンタ注射・幻の処方箋の復活
・冷え性、肩こり、不眠
・貧血などの婦人科系
・更年期の諸症状
・１包500mg配合



臍帯力



ソデッシュ
大豆や緑茶、ハトムギなど、１４種類
の自然の植物が原材料の植物発酵食
品。強い抗酸化作用を持つ。
・SOD活性の促進
・抗炎症作用や鎮痛作用
・血糖値の上昇予防
・アトピーやリウマチへの効果
・数多くの科学的実証（論文等）あり。



エナジーアシスト Q10 PRO＋D

還元型コエンザイムQ10をベースに、「エネ
ルギーサポート力」と「循環サポート力」を
追求した結果生まれたレミアムサプリメント

4カプセルで
還元型コエンザイムQ10を200mg、
アスタキサンチン12mg、
シトルリン400mg、
亜鉛3mgが摂取できます。



MDケイ素

ケイ素には、強い抗酸化力や優れた抗
菌作用がある。また、有効成分の吸収を
促進する効果もある。
・抗酸化作用
・抗菌作用
・有効成分吸収促進作用
・肌や髪、爪に必要な成分。
（コラーゲンを束ねる作用）



サプリを扱うメリット

・単に単発的な処置だけでなく、もともと
「リピート」の土台のある「歯科」で展開す
ることによって、サプリの販売というビジ
ネスもありうる。1つ売って一人分。



４．デトックス評価のためのミネラル検査

不足分は補い
ためてはいけないものは出す

株式会社メディカルユースの
毛髪ミネラル検査
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メディカルユースのホームページ有効活用術



商品のページを見ます



価格などが出てきます。
関連カテゴリが出てきます。

関連カテゴリのクリックでも
関連製品が出てきます。



さらに見てゆくと
含有成分がすべて明記されています。
それぞれの成分をクリックします。



クリックした成分の機能が表示されます。
このサイトがあれば
いつでも栄養機能成分を説明できます



デンタルハイジーン
2009年4月

10年以上前に
日本美容歯科医療協会
では栄養療法の最先端
をセミナーで解説してい
ました。





ミネラル 毒性と発がん性 摂取源 デトックス法 蓄積の予防

アルミニウム
Al

7mg/kg/週
（週当たりの摂
取許容量）

神経毒性（痴呆等）。ただし、健常者であれば
通常摂取では問題ないとはいわれる。乳児・高
齢者・Al含有制酸剤（胃薬に多い）服用者は蓄
積しやすい。過去には、透析の水にAlが含まれ
、透析痴呆が問題となった時もあった。

抹茶(47mg/100g以下単位
は同じ)、乾昆布(33)、蛤
(13)、ゴマ(3.1)、解熱鎮痛
薬、制酸薬等。食用着色
料、ミョウバン（膨張剤・保
色剤）。

αリポ酸、ケルセチン（玉葱）、
システイン、メチオニン（以上、
キレート作用）。L-カルニチン
（代謝アップによる排出促進）、
水分（排尿・発汗促進）など。

アルミ缶入り飲料や着色材を
避ける。アルミ製調理器具を
避ける。浄水器によるAlの除
去。化粧品の容器にも注意
（経皮吸収や、アレルギー）。

鉛
Pb

24.5μg/kg/週

急性毒性：嘔吐・腹痛・下痢・血圧降下
慢性毒性：貧血・消化管障害・神経系障害（学
習機能・IQ低下）、男性生殖器障害、高血圧、
動脈硬化、痛風等。
IARC 2B（発がん性の可能性がある）

乾昆布(1500μg/100g)、抹
茶(310)。たばこ、クリスタル
ガラス（長期保存されたワ
イン）、焼の甘い陶器。

ビフィズス菌・食物繊維・オリゴ
糖（便通促進）、水分、ビタミ
ンB1、E（以上、過剰症状軽減、
Eは貧血症状軽減）、VC、VD、
αリポ酸。

朝一番の水道水を飲まない。
排ガス、受動喫煙に注意、Ca
（鉛の吸収抑制）、Fe（不足に
より鉛沈着）の摂取。

水銀
Hg

2μg/kg/週

無機水銀急性中毒：歯肉炎・口内炎・嘔吐
無機水銀慢性中毒：歯肉炎・口内炎・震え
有機水銀急性中毒：1000mgで致死
有機水銀慢性中毒：中枢神経障害
無機水銀（IARC 3発がん性は分類できない）、
有機水銀（IARC 2B）

メカジキ(96.9μg/100g)、ク
ロマグロ(72.3)、キンメダイ
(68.4)、カキ(18.3)、アジ
(17.9)、エビ(12)、鶏肉(6)、
白米(5.9)、牛肉(5.1) ほと
んどが魚介類。

ビフィズス菌・食物繊維・オリ
ゴ糖。にんにく・玉葱・ブロッコ
リーなどの含硫野菜、セレンを
含むするめ・いわし・わかさぎ・
ひらめによるデトックス。αリ
ポ酸。

Hg含有量の多い食品の抑制、
便秘の予防、水分による排
尿・発汗。
特に、妊婦に対して、魚介類
の摂取制限がだされている。

ヒ素
As

15μg/kg/週

急性毒性：口腔粘膜刺激・嚥下障害・嘔吐
慢性毒性：脱力感・易疲労感・接触性皮膚炎・
色素沈着・手掌足底角化・皮膚潰瘍
IARC 1（発がん性あり）

ひじき(1100μg/100g)、さく
らえび(110)、いか(98.5)、い
わし(46.3)など、魚介類。農
薬。

αリポ酸、セレン（上記・セレ
ンはAsと拮抗する）、水分摂
取による排尿促進。

As含有量の多い食品の抑制。
特に、無機ヒ素は胎盤を容易
に通過する。農薬の少ない食
品摂取。

カドミウム
Cd 

7μg/kg/週

急性毒性：頭痛・脱力感・気管支炎・血尿
慢性毒性：肝・腎臓障害・骨組織の損傷（骨軟
化症）・嗅覚の低下
IARC 1（発がん性あり）

アワビ肝(736μg/100g)、
いか塩辛(319)、ほうれん
草(12.8)、のり(12)、昆布
(11)、牛レバー(9.7)、白米
(7.7)

ビフィズス菌・オリゴ糖・食物
繊維（上記）。セレン（上記）、
αリポ酸（上記）。

Cd含有量の多い食品の抑制、
Caをとる（欠乏によりCd吸収
促進）、Fe（Cdの腸管吸収の抑
制）、
CuやZnによるCd拮抗作用。

主な有害ミネラルとその特徴



ミネラル
標準範囲

摂取源
一食分に換算して表示

摂取基準 欠乏症 過剰症

カルシウム
Ca

480-2040 ppm

田作り(750mg/30g)、干しエビ(710mg/10g)、ヨー
グルト(252mg/210g)、ワカサギ(360mg/80g)、プロ
セスチーズ(242mg/30g)、牛乳(231mg/210g)、が
んもどき(216mg/80g)

目安量：男性900mg、女性700mg
目標量：男性650mg、女性600mg
上限量：2300mg

骨軟化症・骨粗鬆症・高
血圧・くる病（小児）・尿
路結石・腎臓結石（骨の
Caが溶け出すため）

Fe, Zn, Mgの吸収
阻害。高Ca血症
（倦怠感・嘔吐）

リン
P

165-630 ppm

田作り(690mg/30g)、するめ(550mg/50g)、わか
さぎ(280mg/80g)、ししゃも(258mg/60g)、干いわ
し(228mg/40g)、プロセスチーズ(219mg/30g)、ソ
ラマメ(220mg/50g)

目安量：男性1050mg、女性900mg
上限量：3500mg

骨の石灰化の遅延や骨
軟化症。小児では、発育
不全・くる病・易疲労感

Ca, Mg吸収阻害。
副甲状腺ホルモン
の反応低下、腎障
害。

ナトリウム
Na

12.9-379 ppm

塩イワシ(4.9g/80g)、梅干し(4.4g/20g)、さきいか
(3.5g/50g)、そうめん(3g/80g)、淡色辛味噌
(2.2g/18g)、カレールー(2.1g/20g)、たらこ
(1.8g/40g)、塩こぶ(1.8g/10g)

推定平均必要量：600mg（食塩相当量
1.5g）
目標量：男性10g未満、女性8g未満

急激な減少により、精神
錯乱・昏睡・筋痙攣。緩
やかな減少で脱力感・は
きけ

高血圧、発がん率
の上昇（特に口
腔・咽頭・頸部・
胃）、腎臓病。

カリウム
K

17.4-181 ppm

刻み昆布(820mg/10g)、大豆(570mg/30g)、する
め(550mg/50g)、さといも(512mg/80g)、トマト
ジュース(507mg/195g)、アボガド(504mg/70g)、
おぼろ昆布(480mg/10g)、やまといも
(472mg/80g)

目安量：男性2000mg、女性1600mg
目標量：男性2800mg、女性2700mg
生活習慣病予防の観点からみた望ましい
摂取量は3500mg

高血圧・不整脈・心不
全・筋力低下・易疲労感

高K血症（感覚異
常・脱力感・弛緩
性麻痺から心停
止）

マグネシウム
Mg

44-175 ppm

アマランサス（南米の雑穀）(108mg/40g)、アー
モンド(93mg/30g)、するめ(85mg/50g)、大豆
(66mg/30g)、干ひじき(62mg/10g)、玄米ごはん
(59mg/120g)、乾ワカメ(55mg/5g)、干しエビ
(52mg/10g)

推定平均必要量：男性290mg、女性230mg
推奨量：男性340mg、女性270mg

易疲労感・痙攣（緊張状
態）・動悸・不整脈・高血
圧・食欲低下・脱力感・
躁鬱傾向

嘔吐・下痢

主要必須ミネラルとその特徴



ミネラル
標準範囲

摂取源
一食分に換算して表示

摂取基準 欠乏症 過剰症

亜鉛
Zn

65-325ppm

かき(9.2mg/70g)、和牛肩赤身肉(4.6mg/80g)、
豚レバー(3.5mg/50g)、するめ(2.7mg/50g)、う
なぎ蒲焼(2.7mg/100g)、

推定平均必要量：男性8mg、女性6mg
推奨量：男性9mg、女性7mg
上限量：30mg

味覚嗅覚異常・免疫力低
下・性機能障害・皮膚異
常・胎児発育不良。

鉄欠乏・銅代謝異
常によるSOD活性
の低下・胃腸障
害・嘔吐

銅
Cu

4-19.4ppm

するめ(4.95mg/50g)、牛レバー(2.65mg/50g)、
いいだこ(2.37mg/80g)、しゃこ(2.08mg/60g)、
かき(0.62mg/70g)

推定平均必要量：男性0.6mg、女性
0.5mg
推奨量：男性0.8mg、女性0.7mg
上限量：10mg

鉄欠乏性貧血・骨粗鬆
症・動脈硬化・胎児中枢
神経系異常

腹痛・嘔吐・下痢
（食品からの過剰
摂取はほとんどな
い）

セレン
Se

1.01-2.46ppm

するめ(140μg/50g)、わかさぎ(99μg/80g)、い
わし(94.5μg/80g)、ひらめ(78.4μg/80g)、きは
だまぐろ(77.6μg/80g)

推定平均必要量：男性25μg、女性
20μg
推奨量：男性30μg、女性25μg
上限量：男性450μg、女性350μg

シミ、脱毛などの老化現
象・がんのリスク上昇・心
筋障害・変形性軟骨関節
症

脱毛・薄爪・疲労
感・焦燥感・嘔吐・
下痢・末梢神経障
害。

クロム
Cr

0.26-2.64ppm

帆立貝(85μg/70g)、イワシ丸干し
(30.4μg/40g)、和牛肩ロース(29.6μg/80g)、
豚ロース(28.8μg/80g)、干しひじき
(27μg/10g)

推定平均必要量：男性35μg、女性
25μg
推奨量：男性40μg、女性30μg

耐糖能異常・成長障害・
脂質蛋白代謝異常・角膜
疾患・動脈硬化

呼吸器障害・皮膚
障害

マンガン
Mn

0.074-0.87 ppm

ヘーゼルナッツ(3.3mg/30g)、干しずいき
(2.5mg/10g)、アマランサス(2.46mg/40g)、オー
トミール(2.2mg/40g)、ライ麦全粒粉
(2.15mg/100g)

目安量：男性4.0mg、女性3.5mg
上限量：11mg

生殖線機能障害・骨や軟
骨の形成不全・筋無力
症・糖尿病にかかりやすく
なる。

食欲不振・脱力
感・不眠・頭痛・射
精障害・神経障害

コバルト
Co

0.001-0.054 ppm

そば粉（12μg/60g）、蛤(9μg/30g)、干しひじ
き(8.7μg/10g)、インゲン豆(6.9μg・30g)、ピュ
アココア(6.8μg/7g)

推定平均必要量：2μg(VB12)
推奨量：2.4μg(VB12)  Co0.1μg

コバルト単体では報告な
し。VB12として、貧血・出
血傾向

呼吸器障害・皮膚
障害・肺水腫・塵
肺結節

モリブデン
Mo

0.004-0.057 ppm

玄米(84μg/70g )、ソラマメ(75μg/50g)、がん
もどき70μg/80g、大豆60μg/30g、ピーナッツ
(57μg/30g)

推定平均必要量：男性20μg、女性
15μg
推奨量：男性25μg、女性20μg
上限量：男性300μg、女性240μg

心拍数上昇・息切れ・悪
心・嘔吐・方向感覚喪失・
昏睡

銅欠乏（排泄促進
による）・貧血・動
脈硬化・心筋梗塞

微量必須ミネラルとその特徴



不足分は補う
マルチビタミンミネラルでバランスよく補うのが効果的



バランスよく、しかも、「効果が期待できる量」が配合されているか？



栄養成分
表示
基準値

摂取基準

上限量 医薬品の配合量
（効果が期待できる量）

市販品（合成）
の配合量
（１日あたり）
参考価格：36円

i-Nature Economy
（天然）の配合量
（１日あたり）参

考価格：252円

i-Nature オリジナル
（天然）の配合量
（１日あたり）参

考価格：504円

不足 過剰男性 女性

（18～29歳） （18～29歳）

カルシウム (mg) 700 800 650 2300 645 200 500 500
虫歯、歯周病、骨粗鬆症、
神経過敏、不眠症

便秘、腎・胆のう結石の報告
有

鉄 (mg) 7.5 7 10.5
男性50
女性40

100-200 4 10 30 貧血、冷え性、疲労感、肩こり
嘔吐、下痢、蒼白、頻脈、呼
吸促追、胃のむかつき

マグネシウム
(mg)

250 340 270 100 250 250
肌荒れ、湿疹、食欲不振、しびれ、
めまい、疲労、骨粗鬆症

下痢、痙攣、血圧低下等の
報告有

銅 (mg) 0.6 0.9 0.7 10 0.6 2 2
貧血、骨粗鬆症、動脈硬化、胎児
の中枢神経系の発達に影響

腹痛、嘔吐、下痢

セレン (μg) 23 30 25
30代男性300

女性230 50 70 75
喘息、貧血、動脈硬化、高血圧
肝疾患、関節炎、不妊症

肌荒れ、脱毛、流産のリスク

亜鉛 (mg) 7 12 9
30代 男性45

女性35 6 10 15
成長障害、食欲不振、味覚障害
皮膚炎、免疫力低下、糖尿病

頭痛、吐き気、貧血

クロム (μg) 30 40 30 20 50 50
動脈硬化、糖尿病、高脂血症、高
血圧

免疫力の低下

ビタミンD (μg) 5 5.5 5.5 50=2000IU 0.5-4 5 5 10 くる病、骨粗鬆症、動脈硬化症
便秘、食欲不振、嘔吐、組織
Ca沈着

ビタミンE (mg) 8 7 6.5
30代男性900

女性700
50-300 26.8 168 336 肩こり、生理痛、冷え性、シミ 血液凝固障害（出血傾向）

ビタミンB1 (mg) 1 1.4 1.1 5-100 1.5 40 100 疲れ、脚気、食欲不振

ビタミンB2 (mg) 1.1 1.6 1.2 5-120 1.7 40 100 口角炎、口内炎、舌炎 暗色尿、吐き気、嘔吐

ナイアシン (mg) 11 15 11
30代男性350

女性250
25-200 15 40 100 ペラグラ皮膚炎、胃腸障害 フラッシュ（一時的なほてり）

ビタミンB6 (mg) 1 1.4 1.1
30代男性60

女性45
10-100 2 40 100 皮膚炎、神経障害、脂肪肝 神経障害

ビタミンB12 (μg) 2 2.4 2.4 60-1500 3 60 100 貧血、めまい、しびれ

パントテン酸 (mg) 5.5 5 5 10-600 6 40 100
しびれ、睡眠障害、めまい、疲労
感

下痢やむくみ

ビタミンC (mg) 80 100 100 50-2000 150 500 1000
壊血病、疲労感、皮膚炎、口内炎
歯肉炎

腎疾患の既往の人に腎結石
報告有



（参考）天然成分と合成成分の原価格
差

栄養成分 原価格差

カルシウム 20倍

ビタミンC 68倍

鉄 85倍

ビタミンＢ12 1037倍

ビタミンＢ群 6300倍



ためてはいけないものは出す（デトックス）



いずれも方法も
システムとして確立されています。

まずは患者さんの
「マインドセット」
→歯科医院は、健康もプロモーション
できるところであるという
「気づき」を与えるところから。





１．問診票による患者さんのマインドセット

２．問診時のカウンセリングから始める健康チェック

３．口腔粘膜で出来る遺伝子検査・生活指導

（歯周病関連としてメタボ関連遺伝子等）

４．デトックス評価のためのミネラル検査



END
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